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8 − 4 白血球除去療法の 副作用 とその 対策
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　（目的） 当院では慢性関節 リウマ チ患者 （RA）に対 して 白血 球除去療法 （LCP）を年間

約50〜 100症例 に施行 して い る 。 フ ィル ターを用 い たLCPは他の 体外循環療法に 比 べ

副作用の 頻度は少ない とされて い る。 しか しそ の 詳細 につ い て は報告 が少な い。今回 、
LCPに伴う副作用の 頻度、そ の 種類 原 因 とそ の 対策等 につ いて 検討 したの で 報告す る 。
（方法） 1997年 に当院におい て RA患者 に施行 した 253回 につ いて 検 討 した 。　LCPは

セ レソ
ー

バ （CS− IOe、旭 メディ カ ル製）を用 い 、週 1 回 （3000皿1血液処理）、原 則 と
して 計 3 回施行 した 。

（結果） 1） 253回 の う ち 19回に 副作用が 出現 した。19回の 中で 12回は3000mlの 目標
処理 量 まで 治療継続 で きなか っ た 。 2 ）副作用の 内訳 は嘔気、嘔吐、 血圧 低下、欠伸 、
発汗 、冷汗、頻脈 発熱等 で あ っ た。 3 ）副作用 に対 して は脱血 の 血 流低 ドや 輸液 、
酸素投与で 全例改善 した 。 4 ）］2月 〜 2月に 施行 した 症例で 副作用 の 出現率が 高か っ た 。
（結語）LCPは他の 体外循環療法 と比較して 副作用 の頻度は低 く軽微で あり、適 切な

処置で 改 善 した 。
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Cryofiltration（CF ）は慢 性関節 リウマ チ （RA ）の 治療にお い て寛解導入効果が期 待で き
る 治療法 の

一
つ で ある が 、寛解維持 には後 療法が問題で ある こ とを本 学会 で 報告 して き

た。一方、 RA 患者の 至gG 糖鎖 の 構造異常が リウマ トイ ド因子の リア クタン トで あ る可能
性 が示 唆 されて い る 。 今 回我々 は、抗ガ ラク トー

ス 欠損 IgG 抗体を測定 し、
　 RA 治療にお

ける CF の 効果 を評価 した の で 報告する 。 【方法】エ イザイ社製エ イテ ス ト CA −RF を用 い 、
抗ガ ラク ト

ー
ス 欠損 IgG 抗体を、　CF 前 、　CF 治療後お よ び 4 週後に測定。疾患活動性評

価項 目は ACR コ アセ ッ ト （疼痛関節数、腫脹関節数、患者によ る疼痛評価、患者に よる
活動性の評 価、医師によ る 活動性の 評価 、MHAQ 、　 CRP 値）、血清 19G を同時期に測定
した 。 【対象】治療抵抗性 RA 患者 5症例。女性 4例 、 男性 1例 。 【結果】  健常成 人 と比
べ

、 RA 患者 は有意に CA −RF は上昇 して い た 。   CA −RF は CF を施行 した結果 、血tW　lgG
の 変化 よ り有意 に低下した。  寛解維持が困難で あ っ た 症例 の CA −RF は低下率が低か っ

た 。 【考案】今 回の 検討か ら、CF の 寛解導入効果の
一

つ に 、 抗ガ ラク トース 欠損 IgG の

除去効果が反映されて い る可能 性が 示唆され 、 除去効率が悪 い場合 に寛解維持 が困難で

ある と考え られ た。
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